
①　高浜発電所に関して特に必要と認められる事象があれば参　考
人招致を行う。

②　避難先となる自治体との連携状況、高浜発電所に関して調
　査や確認が必要と認められる案件、住民避難に関わるインフ
　ラの整備状況についての現地視察を行うほか、京都府原子力
　総合防災訓練に参加し、検証を行う。

③　住民避難に関する意見交換や廃炉に関する勉強会等を行　 　
う。

④　第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画における「原子力防災へ　の
対応強化」に関する事項の進捗状況を点検・評価する。

舞鶴市議会
原子力防災・安全等特別委員会 活動総括（令和6年11月～令和7年11月）

●設置目的：関西電力高浜発電所等に係る原子力防災及び安全性についての調査研究及び審査

◆　計６回の委員会を開催。避難路の整備状況やヘリコプター臨時離着陸場整備予定地におけ

　る現状を視察したほか、第７次舞鶴市総合計画・後期実行計画の点検評価を行った。

◆　国の原子力災害対策指針の改正動向を踏まえ、京都大学複合原子力科学研究所副所長を講

　師に迎え、プルームによる被ばくリスク、屋内退避の意義に関する研修会を開催したほか、

　京都府原子力総合防災訓練に参加し、改善点を担当課に伝達した。

今期委員会の概要

今期の活動計画

①　参考人招致が必要と判断される事象はなかった。

②　避難路の整備状況やヘリコプター臨時離着陸場整　
備予定地における現状を視察したほか、京都府原子　力
総合防災訓練に参加し、改善すべき事項を取りま　とめて
執行機関へ伝達した。

③　京都大学複合原子力科学研究所副所長を講師に迎　
え、プルームによる被ばくリスク、屋内退避の意義　に関
する研修会を開催した。また、廃炉に関しては　勉強会等
が必要な大きな変化はなかった。

④　執行機関の説明と質疑応答により状況を確認し、
　評価意見を取りまとめて執行機関へ提出した。

活動計画を踏まえた対応
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委    員 眞　下　弘　明 新政クラブ議員団

【令和4年12月16日設置】



舞鶴市議会
原子力防災・安全等特別委員会 活動総括（令和6年11月～令和7年11月）

　原子力災害対策指針の改正により屋内退避の
運用等が明示されたことから、舞鶴市地域防災
計画の今後の改正について、その実効性及び
有効性を確認・検証する。

次年の取組事項

今期の主な取
組

防災訓練を経て意見交換を実
施

総合計画の点検評
価研修会

【実施日】令和 6年10月15日・28日
進捗状況を確認して評価意見を提出

［点検評価項目］
　・原子力防災への対応強化
　・原子力防災への取組

【実施日】令和 7年10月6日
放射線の性質を踏まえた地域防災について

　・放射線の性質、屋内退避の意義や効果、注意　点
等について講演
　・質疑応答

【実施日】令和 7年1月21日
疑問点や確認したい事項を担当課と意見
交換

　・要支援者からの福祉車両要請時の対　
応をマニュアル化する必要等

　原子力災害に関する訓練に委員会として参加
し、避難行動や誘導・運営などについて確認・検
証する。

　法律の整備や避難路の整備に関する国・京都
府への要望内容と対応状況について確認・検証
する。

※　国の原子力災害対策指針の改正動向を踏まえ、引き続き住民避難計画の実効性・有効性を確認・検証する　
必要があると考えることから、原子力防災・安全等特別委員会の活動を今後も継続する。


